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assessment results. The degree of satisfaction and the feelings of
satisfaction/dissatisfactionareimportantelementstocultivatethenursing
vleW. The feelings of satisfaction/dissatisfaction in many stressful
situationsin clinicaltraining areimportantaspectsofclinicaltraining.
Thesefeelingscan notbedirectly usedasaparameterofassessment.










































































































その内容 は, ｢体 ･心 理 ･社会 的 の 3側面 か
らか か わ る ことの大切 さを理解 した｣, ｢自
分の収集 した情報 を トー タルでみて いなか っ
た点｣, ｢看護 にお いて は個別性が大切 であ る
と理解 で きた｣ で あ った｡
2)症状 コ ン トロール上 の問題 を捉 え,症状 コ
ン トロールに必要 な援助 を実施 す る
表2-1 実習目標達成度評価に該当する内容
1.セルフケアの必要な対象を身体的 ･精神的 ･社会的側面から総合的 ･個別的 ･科学的に理解する
1 体 ･心理 ･社会的の3側面からかかわることの大切さを理解 した



















8 シャワー浴 ･温電法 ･配膳 ･車椅子の移動が患者に実際に行えた
9 患者に関わる時間が長か ったので,少 しすっではあるが,その人の日常生活に入り込めたのではないか
10 3週間かけて看護過程を展開できた






16 初期計画を立てても,その場の成 り行きやその他の要因で, そのとうり実施することが出来なかった
17 看護の実施について深 く考察することが出来なかったこと












































その内容 は, ｢患者 さんの病態の変化に上手 不十分だ った｣,｢患者のその日の容態を深 く
く対応出来なか った｣,｢精神的アセスメン ト アセスメ ン トできていなか った｣ とするもの


























































































































































































































































































































平成15年度 成人老年看護実習 実 習 評 価 (教 官 用 )
1.実習の目的 :生涯にわたりセルフケアが重要となる対象をホリスティックな人間として捉え,対象およ
び家族のQOLを高め, その人 らしく生 きていくことを援助するための基礎的能力を修得する｡
2.実習目標の達成状況
実 習 目 標 l 学 曹 内 膏 ■『 ■■
l ｢1)セルフケアが必要な対象を､身体狗 .精神的 .社会的側面から総合的 .個別的 .科学 に理解する○ ･身体面の理解 /16 /16 /16 /16(現病歴､既往歴､検査データ､増
悪因子､治療
方針 .治療内容等)･心理面の理解 (患者 .家族の
病気の受け止め方､患者 .莱族の行動や感情の状態､自己像､ストレス
対処法､価値観 .信念等)･社会面の理解 (患者 .家族の発達段階､世帯関係
､職業､家庭､社会での役割､経済
状態､余暇 活動､サポー トシステム等)2)症状 コントロ- ･症状の発生機序､治療 .処置､起こりやすい合併
症につい /12 /12 /12 /12てのアセスメントル上の問題を捉え､
･症状による心身の苦痛､日常生活やセルフ
ケアへの影響に症状コントロール ついてのアセスメントに必要な援助を実 ･症状コントロールのための援助の方法とその根拠について
施する○ の理解･症状コントロ-ルのための援助の実施と評価3)疾患 .治療による生活様式の変化から生ずる問題を捉え､ 日常生活 の援助を実施する○ 疾患 .治療に
より生ずる







よび家族 ･患者 .家族の病気の受け止め方と反応についてのアセスメント /12 /12 /12 /12の精神状態を捉え､ 心理状態と身体への影響についてのアセスメント安寧がはかれるよ ･患者 .家族 理状態に応じた援助の方法とその根拠の理解うに援助するo
態に応じた援助の実施と評価.患者 .家族のセルフケアに対する意欲
と阻害因子のアセス /15 /15 /15 /15メン卜･セ
ルフケアに必要な知識 .技術とその修得度につ
いてのアセスメント･現在
? ? ? ? ?? ? ? ? ?? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ??? ? ?
? ? ? ? ? ?
導方法とその根拠の理解･セルフケアへの 指 の実施と評価必を7指にアケの族ケフて家フルけら.･ルセむき者セ､にで患なえ立が
札要捉確導6)患者 .看護師関係を成立 .発展
させるために必要な態度を身 つける○ ･相手を尊重 した言葉遣いや態度 /15 /15 /15 /15情報 活用 相手の認識にせまろうとする態度受容的 .共感的かかわり･患者 .家族と目標を共有化しようとする態度自己の態
度についての評価7)保健医療福祉チ- ･看轟チ-ム内での連画 初 についての理
解 し 6 /6 /6ムの一員としての ･患者を取り巻く保健医
療福祉チームメンバーの具体的関わ看護師の役割 と
童 りについての理解任を考える○ 時間や状況を
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